
政
令
第
三
百
七
十
六
号

電
気
通
信
事
業
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
八
十
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
百
七
十
四
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

電
気
通
信
事
業
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
年
政
令
第
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
四
条
か
ら
第
九
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
三
条
第
六
号
及
び
第
七
号
中
「
貸
付
」
を
「
貸
付
け
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
し
、
第
二
条
を
第
三
条
と
す
る
。

第
一
条
中
「
電
気
通
信
事
業
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
」
を
「
法
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次

の
一
条
を
加
え
る
。

（
登
録
講
習
機
関
に
係
る
登
録
の
有
効
期
間
）

第
一
条

電
気
通
信
事
業
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
十
五
条
の
四
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
三
年
と
す
る
。

別
表
第
一
中
「
（
第
五
条
関
係
）
」
を
「
（
第
六
条
関
係
）
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
中
「
（
第
十
条
関
係
）
」
を
「
（
第
十
一
条
関
係
）
」
に
改
め
、
五
の
項
を
六
の
項
と
し
、
四
の
項
を
五
の
項
と



し
、
三
の
項
を
四
の
項
と
し
、
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

三

法
第
八
十
五
条
の
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
が
行
う
講
習
を
受
け
よ
う
と
す

二
八
、
八
○
○
円

る
者

別
表
第
二
の
備
考
中
「
三
の
項
」
を
「
四
の
項
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

こ
の
政
令
は
、
電
気
通
信
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号

１
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

２

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
六
号
中
「
第
三
条
第
四
号
及
び
第
四
条
第
六
号
」
を
「
第
四
条
第
四
号
及
び
第
五
条
第
六
号
」
に
改
め

る
。



理

由

電
気
通
信
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
登
録
講
習
機
関
に
係
る
登
録
の
有
効
期
間
を
定
め
る

と
と
も
に
、
総
務
大
臣
が
行
う
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
係
る
手
数
料
の
額
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


